
学校給食における食物アレルギー対応に関する調査研究

食物アレルギーに対する対応の充実

・学校関係者へのアレルギー疾患に対する理解の促進

・食物アレルギーを有する児童・生徒に対する対応方法の充実

・厚生労働省等関係機関との連携体制の充実

（新規） ２５年度予算額 12,248千円

○学校のアレルギー疾患に対する
取組ガイドラインの活用状況

○学校給食施設の整備状況及び
食物アレルギーに対応した学校
給食の体制状況

等

○アナフィラキシーへの具体的
対応状況

○調布市の報告を基に
した分析

○再発防止策の検討

有識者会議の設置

（医師、学校関係者等により構成）

食物アレルギーの実態及び
学校の取組状況の把握

（シンクタンク等へ委託）

調査結果
報 告

調査項目
の検討

全児童・生徒のうち約２．６％が食物アレルギーの有病者
（平成１６年度アレルギー疾患に関する調査研究報告書）

調査研究の実施
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